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「平成2 9 年度千葉県護国神社秋季例大祭直前の

清掃奉仕活動に参加」
千葉市中央区弁天3－1 6－1に建立されている千葉県護国神社は、戊辰戦争

から太平洋戦争に至るまで、国事に殉じた千葉県出身・由縁ある国事殉難者

（合祁祭神は現在5 万7 千余柱）を祁る神社で

す。清掃当日の1 0 月8 日は晴天に恵まれ、上

衣の下着が汗ばむほどの気温となりましたが、

途中お茶休憩を含む8 時から1 1 時半の3 時間

半、心地よい時間を過ごす事が出来ました。参

加者は県隊友会本部役員3 名、支部会員3 6 名

(千葉中央2 、千葉美浜3 、市原2 、船橋3 、市川3 、鎌ケ谷1 ，柏3 ，沼序

4 、成田1、館山1、木更津2 、山武東金1 1 ）

千葉県郷友会1 1 名（男性4 、女性7 ）の合計5

0 名の皆様です。初参加の支部会員が7 名おら

れ、異口同音に戦没者の霊を祭る神社の清掃に参

加して本当によかった。今後も可能な限り参加

し、国難に殉じた霊を慰めたいと話されていまし

た。また郷友会の女性の割烹着姿も印象的した。

1 0 時からの休憩時間には参加者に対し、護国祥

左から”正低嘩会本部三浦氏､育報駒｜社の宮司竹中啓悟様からお礼の挨拶がありまし

た。また挨拶拝聴後参加者相互の親睦を深めることが出来ました。船橋支部力

らは河野正信、青木俊和、木村義忠、の3 名

が参加しました。船橋支部北部地区分会有志

が、毎年6 月、8 月、 1 1 月に船橋市大穴北

8- 33に建立されている「鳴呼海軍7 勇碑殉難

の碑」の清掃奉仕と供養を実施しております

が、両方とも大切な奉仕活動だと再認識した

次第です。（木村義忠）



｢大穴海軍七勇士の75回忌」
2 9年11月2 7日（月）午前「鳴呼大

穴海軍七勇士の供養を支部の有志12

名（丸山理事、河野小室・豊富分会

長、木村二和・咲が丘分会長、長内

同副分会長、佐野同会員、北岡同会

員、羽田大穴分会長、佐藤（正）同

会員、久保同会員、七瀬谷西習志野

分会長、村山二宮・飯山満分会長、

Iり、碑周辺の整備と清掃供養を行っ門脇副支部長兼坪井・松が丘分会長）により、

た。当日は、東北地方

りの中、晩秋とは,思え

かい日和、安全柵整

枯れ木の片づけ等で汗

ち、般若心経の読経

事故、当時のことなど

を忍びつつ会談し解散

などに雪の便

ないほどの暖

備、枯れ葉、

をかいたの

後、七勇碑の

の話題で当時

した。

「枯れ葉散る七十五回忌汗供養七人の無念を想い落ち葉掃き」詠み人門脇

供養に参加された会員の皆さん大変お疲れ様でした。

追記：支部会員の皆さんで俳句に関心をお持ちの方、批評などお願いします。
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千葉県隊友会船橋支部会員 各位

公益社団法人 千葉県隊友会

船橋支部長 森良雄

｢平成2 9 年度千葉県隊友会船橋支部 叙勲受章祝賀会」のご案味

謹啓

時下、ご隆盛のこととお慶び申し上げます。

日頃より、会の御理解とご協力を賜り心より感謝を申し上げます。

さて、「船橋だより1 1 月号」掲載の通り三名の方が叙勲されました‘

その「祝賀会」を下記の通り開催いたします。

ご多忙とは存じますがご臨席賜りますようご案内申し上げます。

謹白

記

開催場所：習志野駐屯地 隊員クラブ

開催日時：平成3 0 年1 月2 0 日（士）

祝賀会 ： 1 2 時から1 4 時まで

会費 ：3 ,500 円

服装は普段着でご気軽に。

入門手続きは営門入ったところの隊友会受付に於いて行います。

尚、会場準備の為、同封のハガキに必要事項を記入し、6 2 円切手を貼って

1 月1 0 日までに必､着しますよう投函して下さい。

以上

船橋支部事務局長 岡本勉お問い合わせ連絡先：公益社団法人千葉県隊友会

住所：船橋市浜町1 －4 －1 －1 0 5

電話・函油X：0 4 7 －4 3 4 －2 0 1 5 Mail：
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